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中学校第１学年 社会科(地理的分野) 学習指導案 
期 日 平成23年10月６日(木)第５校時 

場 所 天草市立五和西中学校 多目的教室 

指導者 教諭 松本 哲也 

１ 単元名 

「身近な地域を調べよう （ 教育出版 ） 」 

２ 単元について 

(1) 単元観 

本単元は、地理的分野の目標(４)「地域調査など具体的な活動を通して地理的事象に対する関心を高 

め、様々な資料を適切に選択、活用して地理的事象を多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに 

適切に表現する能力や態度を育てる」ことを受け 「身近な地域における諸事象を取り上げ、観察や調 、 

査などの活動を行い、生徒が生活している土地に対する理解と関心を高めるとともに、市町村規模の地 

域的特色をとらえる視点や方法、地理的なまとめ方や発表の方法の基礎を身に付けさせる」ことを目標 

としている。 

本単元では、生活体験地域である身近な地域を題材として、情報の収集、課題の発見、予想・仮設の 

設定、調査、検証・まとめなどの課題解決の過程を理解し、実際に活用できる力をつけさせたいと考え 

る。そのためには、まず、地図や表、グラフからの情報を読み取り、それら読み取った情報を比較、関 

連させた分析、情報を整理、あるいは分析した結果を効果的に表現するための地図やデータの作成など 

の技能、及びそれらの技能を活用しながら身近な地域の事象を考察する力をつけさせる必要がある。 

、 、 、 また 生徒が生活している地域に対する理解と関心を深めさせるとともに 調査に意欲的に取り組み 

その結果を地理的なまとめ方、発表の仕方として身に付けられるようにしていきたい。 

(2) 系統観 

〈小学校〉 〈中学校〉 〈高等学校〉 

（地理的分野） 

○校舎の屋上から東西南北 地理Ａ 

方向の景観を見て、スケッ 中学校１年 ○生活圏の地理的な諸課題 

チする。 身近な地域を調べよう を地域調査やその結果の地 「 」 

第３学年及び第４学年(1)ア （本単元） 図化などによってとらえ、 

○景観の観察では、読み取 (2)エ その解決に向けた取組など 

れないことを現地に行って について探究する活動を通 

調査する。 ○直接経験地域の地理的事 して、日常生活と結びつい 

第３学年及び第４学年(1)ア 象が学習対象である。 た地理的技能及び地理的な 

(2)ア(3)ア ○観察や調査などの活動を 見方や考え方を身に付けさ 

○学校周辺の特色ある地形 通して、身近な地域に対す せる。 ２(2)ウ 

や土地利用、主な公共施設 る理解と関心を深める。 

の位置、交通の様子などを ○市町村規模の地域的特色 地理Ｂ 

調べる。 をとらえる視点や方法を身 ○直接的に調査できる地域 

第３学年及び第４学年(1)ア に付ける。 を地図を活用して多面的・ 

(2)ア(3)ア(4)ア 多角的に調査し、生活圏の 

○調べたことを絵地図や白 地理的特色をとらえる地理 

地図に表現し、自分の住ん 「都道府県を調べよう」 的技能を身に付けさせる。 

でいる地域の特色などにつ (2)ウ ２(1)イ 

いて考える。 「世界の国を調べよう」 

第３学年及び第４学年(1)ア (1)ウ 

(2)ア(3)ア(4)ア(5)イ
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(3) 生徒観 

本学級は男子25人、女子15人、計40人で構成されている。本単元での生徒の実態を次のように分析し 

た（学級生徒40人への事前アンケート、レディネステスト、１学期の評価の結果から 。 ） 

授業中は、真剣に話を聞き課題解決へ向けて意欲的に努力する生徒が見られるが、集中力に欠ける生 

徒も数名見られる。個人差が大きく、自分の意見を班や全体の場で発表することに消極的な女子生徒が 

見られる。本単元及び本時に関するアンケートの結果は、以下の通りである。 

○天草地域の範囲や五和町の位置を正確に白地図に表すことができる。 

・天草地域の範囲 正しい ３人、 ほぼ正しい 10人、 正しくない 27人 

・五和町の位置 正しい 20人、 ほぼ正しい ３人、 正しくない 17人 

○天草地域の宝は何だと思いますか（記述式、複数回答可 。 ） 

・自然（海を含む） 25人 ・歴史や文化 ４人 ・花や水がきれい ２人 

・御所浦町の化石 １人 ・森や水が豊か １人 ・わからない ２人 

・資源が豊か １人 ・全て １人 

○課題を解決するために、あなたはどのような手段、方法で調べましたか（複数回答可 。 ） 

（課題を解決するために調査活動を行い、レポートにまとめたり、発表した経験のある生徒：40人中23人） 

・学校の図書館 18人 ・学校外の図書館 １人 ・インターネット 17人 

・現地でのインタビュー ３人 ・博物館や資料館 ２人 ・その他 ３人 

○課題を解決する際に、どのようなまとめ方をしましたか（複数回答可 。 ） 

・レポートにまとめた ４人 ・新聞などにまとめた ６人 ・その他 ４人 

・広用紙にまとめ発表した 14人 

このことから、天草地域に関する生徒の興味・関心はさほど高くなく、関心も生活地域である五和町 

を中心とした狭い範囲に限定されていることがわかる。また、課題を解決して考えをまとめる体験も多 

くなく、統計資料の読み取りや考察、まとめといった活動に慣れていない生徒が多い。また、生徒の情 

報活用能力に差があるように思われるので、基礎的・基本的な内容を繰り返し学習に取り入れていきた 

い。 

(4) 指導観 

○身近な地域に見られる社会的事象に気づかせ、生徒の問題意識を向上させ、意欲的に学習に取り組め 

る問題解決的な学習を実施する。 

○資料提示を工夫し、複数の資料から必要な情報を読み取らせるとともに、読み取った事実を手がかり 

として更に考察したり判断したりする活動を通して思考力・判断力を育てられるようにする。 

○資料から分かったことや考えたことを学習シートに書かせることで情報を整理させ思考する過程が見 

えるようにする。 

○一つの資料から読み取った情報だけでなく、いくつかの資料と比較関連させて、結論を導き出すよう 

にする。 

○班で友だちと意見交換したり、共同作業する体験的な学習を通して、主体的に考えを広げたり、深め 

たりする。 

Ｃプロジェクト 情報活用能力の育成の視点から 

本単元を通して育てたい情報活用能力は 「情報をいろいろな見方で分析したり、整理したりする 、 

こと」や「収集した情報を基にそれらを比較・関連させることで、新たな情報をつくり出すこと」で 

ある。そのために、学習課題に関する多様な資料を提供し、それらの比較等を通して課題解決につな 

がるような授業を構成する。また、資料から読み取った情報をもとに、それらを目的に照らしながら 

関連させ表現できるようにするための効果的な資料づくりの活動を学習過程に配置する。
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３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 身近な地域における諸事象を取り上げ、観察や調査などの活動を行い、 

生徒が生活している土地に対する理解と関心を高めるとともに、市町 

村規模の地域的特色をとらえる視点や方法、地理的なまとめ方や発表 

の方法の基礎を身に付けさせる。 

社会的事象への ①身近な地域の調査を行う際の視点や方法を基に、地域の調査とその地 

関心・意欲・態度 域的特色や地域の課題に対する関心を高め、それを意欲的に追究し、と 

らえようとしている。 

社会的な思考・判断 ①身近な地域の地理的事象から課題を見いだし、その過程や結果を適切 

・表現 に表現している。 

②身近な地域の地域的特色や地域の課題を、地域の調査を基に多面的・ 

多角的に考察し、その過程や結果を地理的なまとめ方や発表の方法によ 

り適切に表現している。 

③身近な地域の調査を行う際の視点や方法を多面的・多角的に考察し、 

その過程や結果を適切に表現している。 

資料活用の技能 ①身近な地域の調査とその地域的特色や地域の課題に関する様々な資料 

を収集している。 

②収集した資料から、身近な地域の調査とその地域的特色や地域の課題 

について有用な情報を適切に選択している。 

③適切に選択した情報を基に、身近な地域の調査とその地域的特色や地 

域の課題について読み取ったり図表などにまとめたりしている。 

社会的事象について ①身近な地域の調査について、調査する地域の地域的特色や地域の課題 

の知識・理解 を理解し、その知識を身に付けている。 

②身近な地域の調査について、地域の調査を行う際の視点や方法、地理 

的なまとめ方や発表の方法を理解し、その知識を身に付けている。 

４ 指導・評価の計画（14時間取扱い 本時１／14） 

（ ） 次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価基準(基準Ｂ) 評価方法 

※プロジェクトの視点から 

○身近な地域に関する地 ・地域の特徴的な事象を題材 （観察・ 思考・判断・表現② 

域的事象を資料を活用し として課題を設定し、その課 発表） 

１ て読み取り、課題につい 題を解決するまでの過程を経 地域的特色を多面的・多角的 

て考える。 験させることで単元の学習の に考察し、その考えを発表用 

１ 目的及び概要をとらえさせ の資料にまとめている。 

る。 

（
 

本 ・生徒の日常の経験から予想 

時 できるような身近な題材を取 

り上げることで、自分たちが 

）
 

住む地域への関心を高めさせ 

る。 

※資料を比較・関連させ新た 

な情報として地図資料をつく 

、 。 り 説明できるよう支援する 

（ ） ○身近な地域の地形図な ・縮尺・等高線・方位・地図 ワークシート 知識・理解② 

ど、資料を使って地域を 記号などの読図に必要な基礎 縮尺・等高線・方位・地図記 

２ 探る。 的知識を身に付けさせる。 号など、地形図の基本的な決 

・読図から、身近な地域に関 まりごとと、その意味につい 

するさまざまな地理的事象に て理解し、実際の読図に活用 

気付かせる。 している。 

○分布図の魅力を知り、 ・分布図の面白さを実感さ （ワーク 関心・意欲・態度①
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分布図に描きたい素材を せ、身近な地域の諸事象を分 シート） 

２ ３ さがす。 布図に表そうとする意欲を高 身近な地域の諸事象から分布 

めさせる。 図に描きたい素材をワークシ 

。 ートにいくつか記入している 

○いろいろな方法で調査 ・読図 文献調査 聞き取り （ワークシート） 、 、 、技能① 

を行う。 観察などいろいろな調査方 素材に関してどのような情報 

４ 法 マナーを身に付けさせる を収集しているかを、観察や 、 。 

調査で用いた縮尺の大きな地 ※自分が選んだ素材の観察や 

図やワークシートに記入して 調査に取り組ませ、分布図を 

いる。 描くために必要な情報を収集 

させる。 

・効果的な方法を選択して、 

意図的に調査活動に取り組む 

ことができるようにする。 

○身近な地域の地図を用 ・縮尺の大きな地図を用いて （思考） 技能③ 

３ ５ いて素材に関する分布図 素材に関する分布図を描か 素材に関する分布図からどの 

を描き、空間的な規則性 せ、それを基に空間的な規則 ような空間的な規則性や傾向 

や傾向性を見いだす。 性や傾向性に気付かせる。 性があるか分析している。 

○分布図から見いだした （ワーク ※素材に関する分布図から見 思考・判断・表現② 

６ 空間的な規則性や傾向性 シート） いだした空間的な規則性や傾 

４ ・ を発表し、それを基に身 身近な地域の特色をとらえる 向性を発表させ、それを基に 

７ 近な地域の特色をとらえ ために、空間的な規則性や傾 身近な地域の特色をとらえる 

るための課題を設定する 向性を基にしてどのような課 。 ための課題を考えさせる。 

・学級全体で適切な課題を複 題を設定できるかをワークシ 

数設定し、課題毎にグループ ートに記入している。 

を編成する。 

○グループ毎に身近な地 ・課題を追究するための視点 （ワーク 思考・判断・表現② 

域の特色に関する課題を を考えさせ、課題にかかわる シート） 

５ ８ 追究するための視点や方 地理的事象を成り立たせてい 課題にかかわる地理的事象を 

法を考え、調査計画を立 る背景や要因を予想させる。 成り立たせている背景や要因 

てる。 ・予想を検証するための方法 について、地域的特色をとら 

を考え、調査計画を立てさせ える視点に着目して予想を立 

る。 て、ワークシートに記入して 

いる。 

○グループ毎に身近な地 ・グループ毎に身近な地域の （観察） 関心・意欲・態度① 

９ 域の観察や調査に取り組 観察や調査に取り組ませ、課 課題解決に必要な情報を収集 

６ ・ み、課題を追求するため 題を追求させるための情報を するため、観察や調査に意欲 

10 の情報を収集する。 効果的に収集できるよう支援 的に取り組んでいる。 

する。 

○グループ毎に観察や調 ・調査活動の結果を基に予想 （観察・ 思考・判断・表現③ 

査の結果を基に予想の検 の検証を行わせる。 資料） 

７ 11 証を行う。 ・調査活動で集めた資料の中 地域的特徴をとらえる視点に 

から、検証に必要な資料を選 着目して資料を選択し、予想 

択させる。 を検証している。 

○課題を追究し考察した ・課題を追究し考察した過程 （観察・資料） 技能③ 

過程や結果を整理してま や結果を分かりやすく工夫し 課題を追究し考察した過程や 

12 とめ 発表の準備を行う て、まとめさせる。 結果を、地図や図表にあらわ 、 。 

すなど表現方法を工夫して分 ※観察結果や統計資料などを 

かりやすくまとめている。 地図化したりグラフ化した 

り、表現方法を分かりやすく
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工夫させる。 

○考察した過程や結果を ・調査の動機と目的、調査経 （観察・評価表） 技能③ 

発表する。 過と内容、分析と調査結果が 身近な地域の特色に関する課 

８ 13 明確に分かるようにまとめ、 題を追究し考察した過程や結 

発表させる。 果を地図やグラフなどを活用 

・各班の発表を聞いて、身近 して発表している。 

（ ） な地域の特色とそれを追究す 観察・評価表 思考・判断③ 

るためのより適切な視点や方 自他のグループの発表を身近 

法について考えさせる。 な地域の特色を鮮明にとらえ 

ているかどうかという観点か 

ら評価している。 

（ ） ○身近な地域の特色をま ・今回の観察や調査を振り返 ワークシート 知識・理解① 

とめ、地域の発展につい らせ、身近な地域の特色をま 身近な地域の特色についてど 

、 ９ 14 て考える。 とめ、地域の発展について考 のように理解しているのかを 

。 えるとともに、市町村規模の ワークシートに記入している 

（ ） 地域的特色をとらえる視点や ワークシート 知識・理解② 

方法などを整理させる。 市町村規模の地域的特色をと 

らえる視点や方法についてど 

のように理解しているかをワ 

ークシートに記入している。 

（ワーク 関心・意欲・態度① 

シート） 

身近な地域の特色を踏まえて 

地域の発展について考えたこ 

とをワークシートに記入して 

いる。
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５ 本時の学習 

(1) 目標 

天草地域の地理的特徴について、水道水に関する複数の資料の読み取りと、それらを関連させた 

分析を通して考え、分かりやすく表現することができる 【社会的な思考・判断・表現】 。 

(2) 評価基準 思考・判断・表現（シート） 

（基準Ｂ）天草地域の地域的特徴について複数の資料を関連させ、多面的・多角的に考え、表現でき 

ている。 

（基準 ）天草地域の地域的特徴について複数の資料を関連させ、多面的・多角的に考え、相手に分 A 
かりやすく表現できている。 

(3) 展開 

過程 学習活動【学習形態】 主な発問・指示等 指導上の留意点及び評価 備考 

※Ｃプロジェクトの視点 

導入 １ 熊本の水道に関す ○全国的に見て熊本県の ○熊本県は全国的に見て、水資 

７分 る地域的特徴をつか 水道料金は、高いのか安 源が豊かな県であることを確認 

む。 いのか理由も含めて予想 させる。 

【個人】 しよう。 

○都道府県別平均料金表 ○都道府県別平均料金表や熊本 資料 

を見て、予想の確認をし 県地域別平均料金表等の資料を 

よう。 もとに、天草地域の課題につい プロジ 

て考えさせる。 ェクタ 

・都道府県別平均料金表 ー 

・熊本県地域別平均料金表 

２ 天草地域の水道料 ○県内の他の地域に比べ ○比較する対象をしっかりと意 スクリ 、 

金の特徴をつかむ。 天草地域の水道料金は高 識させる。 ーン 

【個人】 いのか安いのかを予想し 

よう。 

○熊本県地域別平均料金 ○予想の確認をさせる。 

表を見て、予想の確認を 

しよう。 

３ 学習課題を確認す 

る。 

展開 ４ 課題について考え ○他の地域と何が違うの ○水道料金の決定については、 、 

38分 発表する。 か予想してみよう。 水利権や水利施設、節水への意 

識誘導など様々な要素がある 

【個人→班】 が、ここでは、地理的条件の点 

(1) 個人で考える。 ○予想を発表しよう。 から考えさせるようにする。 

○それぞれの班が予想し ○考えの広がりが少ないとき 

(2) 個人の考えを出し たことを、資料を使って は 「水道の水は、どこから来 、 

合い、考えをまとめ 確認しよう。 るのか」等の補助的な発問を行 

【 】 「 、 、 。」 課題 天草地域の水道料金は 県内の他の地域に比べ 高いのはなぜだろう
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る。 う。 

○予想の確認に適切な資料を選 資料 

べるよう支援する。 

※複数の資料を関連させて説明 

できるよう支援する。 

発表用 【 （ ）】 評価：思考・判断・表現 シート 

シート 〈 〉 Ｂ基準に達しない生徒への手立て 

机間指導をこまめに行い、個に 

応じた支援を行う。 

※資料を比較・関連させ新たな ○資料から読み取ったこ 

情報として地図資料をつくるよ とを、分かりやすく説明 

う支援する。 するための地図資料をつ 

くろう。 

○作った地図資料を使っ 実物投 

て、分かりやすく発表し 影機 

よう。 プロジ 

ェクタ 

ー

スクリ 

ーン 

※各班が発表した内容を、資料 ５ 天草地域の地域的 ○発表などを聞き、天草 

から読み取ってつくった新たな 特徴を考える 地域の地域的特徴を考え 

情報として活用させる。 【一斉】 よう。 

整理 ６ 学習のまとめを行 ○今日、学習したことを ○学習中、考えたことなどを振 シート 

５分 う 個人 振り返ろう。 り返らせる。 。 【 】 

【天草地域の水道用水源の特徴】 

・地下水の占める割合が少ない 

・ダムや河川が中心 

・他地域の水源を利用 

【資料】 

①熊本県の地形図 

②熊本県の水源となるダム 

③熊本県の主な河川の分布図 

④熊本県のダム分布図 

⑤熊本県の地下水の分布図 

⑥熊本県の地域別降水量 

⑦天草地域の地形図 

⑧飲み水のできるまで 

⑨熊本の名水 

⑩熊本県の地下水の現状


